
DEFENDER-X
不審者事前検知システム

□運⽤環境及びスペック

□国内外での各種関連導⼊⼀覧事例

ディフェンダー−X

解析所要時間

カメラ接続台数

検知時の出⼒情報

運⽤環境                      

前提条件

使⽤可能カメラ
IPカメラ接続⽅法
IPカメラ接続形式
必要解像度
必要フレーム数

OS
CPU
RAM
ストレージ
DVDドライブ
USBポートネット
ワーク

最低２秒〜５秒を確保して下さい。( ５秒以上で信頼性が向上します。)

PC使⽤の場合２台から４台。専⽤サーバーの場合８台から２０台。

1.  画⾯上で設定数値を超えると不審者として⾚枠で表⽰し検知します。
特定時の検知画像はキャプチャー保存されます。オプションで携帯端末・
パトライト・ビープ⾳・警備ステーションに発報・通知を⾏います。

2. 検知対象者のデータはVGA画⾯上で100x200ピクセルが必要です。
3. 照度は⼈物の表⾯で400Lx〜600Lxが必要です。
4. カメラに振動が伝わら無いよう固定が条件。また映像にブレが無いよう固定型で可動型は使⽤出来ません。

犯罪を犯す潜在的可能性の⾼い不審者・犯罪者を検知しますが、検知後の犯罪発⽣を１００％保証す
るものではありません。

1.  施設⼊場時点では犯⾏の意思が無い場合、⼊場後のシステムの監視エリア外での犯罪⾏為は対象外です。
2.  犯罪⾏為後にシステムのエリア内で検知する確率は⾮常に⾼いです。

IPカメラ ( アナログカメラはエンコーダー必要。) 広⾓カメラは使⽤できません。
IPカメラは、ONVIF Profile Sに対応しているカメラであること。
H.264またはMJPEG.(MJPEGが望ましい)
最低VGA(640x480)以上が必要。
メーカー推奨 25fps以上が必要。

Windows10/Windows11のPro推奨、Homeでも可能。
Intel1 core i7第10世代以降 4コア8スレッド以上が必要。
8Gb以上(16Gb推奨)
SSD型500Gb以上を推奨。
DVD-RW規格を扱えるもの。
空き2個(USB2.0規格以上が利⽤可能)
100Mb/s以上のLANポート。

システム

カメラ

パソコン

エネルギー関連 鉄道関連 空港関連 公営ギャンブル テーマパーク関連 競技場関連

⼤型ショッ
ピングモール カジノ関連

スマートシティー
関連 重要施設関連 国際線港関連 重要⼤型施設関連

⾦融機関関連 教育機関関連 警察関連
重要展⽰
施設関連

⾞両輸送
倉庫関連 宿泊施設関連

医療機関関連 ⼩規模店舗 催し物関連 各種⼯場関連 情報漏洩関連 公共施設関連

セキュリティーシステムの幕開け

現在のシステムが過去になる
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商 品 概 要
厳しい警備が求められている現在では、より効果的な場所にDEFENDER-Xを設置し⼈間の⽬では判断が難しい、
⼈物の感情や精神状態を解析し、不審者・犯罪者を事前に特定し発報・通知する事で危機回避や抑⽌効果で安
⼼・安全を担保します。

警備が必要な場所に【不審者事前検知システムDEFENDER-X作動中】のステッカーや⽴て看板を設
置する事で⾮常に⾼い抑⽌効果が得られます。

□ DEFENDER-X運⽤例 PC使⽤タイプ ( カメラ２台〜4台まで使⽤可能 )

不審者事前検知画像(⾚枠で表⽰及びアラーム)
検知画像は常時保存されます。

パトライトはON/OFF

現場の担当者や警備員の携帯端末
に通知します。

Wi-Fi or
Internet

□DEFENDER-Xシステムサーバー構成 カメラ８台〜20台まで接続可能

IPカメラ

IPカメラ
モニター メール通知

PoE

サーバPC

LANケーブル

検知時には、画像表⽰、アラーム⾳等で⾃動通報を⾏
うため、モニターを随時監視する必要はありません。

不審者検知画像は保存されております
ので犯⼈特定に役⽴てることができます。

不審者検知後、瞬時に携帯端末・アラー
ム⾳・⽂字情報または検知画像を通知。

職質や⼿荷物検査などを⾏い、犯罪を未
然に防ぎます。抑⽌する効果。

□ DEFENDER-Xシステムの仕組
１０万⼈以上の分析データをもとに開発された、約２００パターンの⼈間特有の⾝体全体の振動回数の速さや
⼤きさを可視化されたデータで統計し導きだされたシステムです。

カメラ映像 解析画像 検知画像

通常のモニター画⾯ CPU内部で⾝体の振動を可視化
した画像

事前に設定された数値を超すと⾚枠で表⽰さ
れ発報・通知します。

□ DEFENDER-Xシステムの運⽤画⾯

□ DEFENDER-Xシステムの原理

攻撃的

緊張

平穏

ご機嫌

安息

疲労

倦怠・眠気

精神状態の可視化された画像

５０のパラメーターで解析
し
精神状態を可視化した画像
⾊は振動の速さ・幅は⼤き
さ

実画像 解析画像

⾊の変化
□ DEFENDER-Xシステムのパターン 【２００のパターンからの⼀例】

通常の状態 ストレスを感じた状態 恐怖を感じた状態 攻撃性が⾼まった状態
不審者・危険⼈物

□ DEFENDER-X応⽤理論 【運動の精神⽣理学】

オーラの⾊は振動の速さ・オーラの⻑さは⼤きさの解析画像からのデータベースとの照合を⾏い、不審者・危険
⼈物を事前に特定し発報・通知を⾏います。
※事前に個⼈情報及び各種データを⼊⼒する必要はありません、画像に写ってる⼈物が対象です。
※ 録画画像からの映像をDEFENDER-X proソフトで画像解析を⾏い不審者・危険⼈物を特定します。

アリストテレス : 運動とは可能態(潜在⼒)を実現態(実現)にするものである。【⾃然学第三巻３３５BC】
イワン・セチェノフ :   反射運動と脳活動との間には直接の関連がある。【脳の反射】
ダーウィン :   反射運動は感情に関連付けられている。【⼈及び動物の表情について】
コンラート・ローレンツ :   反射運動のその振幅と強度は攻撃性を特徴とする。【攻撃悪の⾃然誌】
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□ DEFENDER-X数値が⽰す信頼性の⾼さ ( ソチオリンピックの検証結果 )

●警部状況
パビリオン数 : １７個所 (２６２ゲート)
監視カメラ設置台数 : ２６２台
システム設置台数 : １３１セット

●検査結果
来場者数 : ２７０万⼈ (ピーク時 : １２万⼈ / １⽇)
ゲート１か所での通過⼈数 : １２００⼈ / １⽇
ゲート１か所での検知⼈数 : ５⼈〜１５⼈ / １⽇

検知⼈数に対し９２％が調査の結果的に⼊場拒否

●検査結果
⼀⽇あたりの不審者としての検知特定⼈数は約２６２０⼈

薬物・⽕薬類・酒類・危険⼈物等７２％ 異常⾏動等８％ その他チケット無等２０％
機関中に犯罪⾏為が起こらなかった為、犯罪者の取り逃がしは０％の結果。


